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抗体評価データベースのご紹介



2

抗体の質をめぐる問題
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市販抗体をめぐるさまざまな問題

サプライヤーの問題  特性解析が不十分な抗体の販売

 情報の非開示

 情報フォーマットの不均一性

 OEM製品の反乱

ユーザーの問題  適用用途外での使用

 使用する抗体の性能確認不足

 Amazon効果（納期を優先）

コミュニティの問題  有用サイトの周知不足

 口コミによる不正確な情報の拡散
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抗体のクローンの違いによる検出パターンの比較

細胞株 1 細胞株 2 細胞株 3 細胞株 4

クローン A

クローン B

クローン C

同一表面抗原を標的とする異なる3種類のクローンの抗体を用いた
フローサイトメトリーによる検出パターンの違い
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体外診断用医薬品

A社 B社（モノクローナル） B社（ポリクローナル） C社

市販抗体

A社 D社（クローンA） D社（クローンB） E社

同一標的抗体による連続切片の免疫組織染色像

サプライヤーの違い、ホストの違い、クローンの違いで結果が変わる
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優良品質の抗体を使用する
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使用した抗体の特質を見定めて
結果を解釈する
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福島事業の抗体評価
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市販抗ヒトタンパク質抗体の評価
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ヒトタンパク質マイクロアレイ
による特異性検証
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単一タンパク質 単一タンパク質 単一タンパク質

ヒトタンパク質マイクロアレイ（順相）

順相：各スポットは異なる 1種類のヒトタンパク質で構成

評価する抗体

レファレンス用抗体

蛍光色素（赤）標識二次抗体

蛍光色素（緑）標識二次抗体

標的タンパク質

レファレンス用抗体
認識部位

2種類の蛍光色素標識二次抗体
を加えてインキュベート

評価する抗体とレファレンス用抗体
を加えてインキュベートブロッキング
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タンパク質マイクロアレイの蛍光像
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特性が異なる2種類の固定化サンプル

システム① システム②

概念図

合成法 インビトロ（無細胞）系
コムギ胚芽
★単一プラットフォーム

インビボ（生細胞）系
ヒト細胞、動物細胞、昆虫細胞・バキュロウイルス、
酵母、大腸菌、植物個体など

立体構造 不完全 形 成（宿主に依存）

全長性 完全長 完全長、成熟配列、フラグメント

付加配列 あ り（共通） サンプルによって異なる

分子修飾 な し あ り（宿主に依存）

レパートリー 約16,000遺伝子に相当
★全遺伝子の70%以上をカバー

標準型のほか、変異体も豊富

約3,000遺伝子に相当
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特性が異なる2種類の固定化サンプル

システム① システム②

内 訳

※ 配列の種類による分類 ※ 発現系による分類
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特異性検証データの概要
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特異性検証データの概要

標的結合性&交差反応性
 タンパク質マイクロアレイ上の標的タ
ンパク質（On target）と非標的タンパ
ク質（Off target）に対するシグナル強
度補正値をリストと棒グラフで表示

 標的に対する反応性（標的結合性）
が非標的に対する反応性（交差性）
よりも有意に高い場合、評価抗体の
標的抗原特異性が高いことを示す

シグナル強度分布
 タンパク質マイクロアレイで検出した
シグナル強度の測定値と独自のノー
マライズ手法による補正値の分布を
スキャッタグラムとヒストグラムで表示

 評価抗体（∎）とネガティブコントロー
ル（∎）の測定値分布のピーク差が大
きいほど、非特異的な結合（不特定
多数の抗原に対する反応）があるこ
とを示す
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特異性検証データの例
さまざまなパターン
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標的のみに結合（交差反応なし）

抗GPRC5Aモノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

ピーク差はほぼない

標的タンパク質の値が
非標的タンパク質の値
より有意に高い
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抗BMI1モノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

標的に結合＆特異的な交差反応

標的タンパク質だけでなく
複数の非標的タンパク質
の値が高い

ピーク差はほぼない



20

抗PPP2R1Aモノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

交差反応のみ（標的に結合なし）

標的タンパク質の値が
低く非標的タンパク質に
のみ高い値が見られる

ピーク差はほぼない
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抗GYS1モノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

標的に結合＆ファミリーに対する交差反応

標的タンパク質だけでなく
そのファミリータンパク質
の値も高い

同一タンパク質ファミリー
（配列相同性約70%）

ピーク差はほぼない
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抗MYOD1モノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

ヒトタンパク質との反応性が全体的に低い

標的を含め高い値を示す
タンパク質がない

ピーク差はほぼない
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抗VEGFAモノクローナル抗体

測定値分布 補正値分布

不特定多数のヒトタンパク質または夾雑物に反応

ピーク差が大きい

関連性のみられない
多数のタンパク質で
高い値を示す
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変異認識抗体の例
変異導入箇所に着目
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抗RAS (G12D) モノクローナル抗体

標的変異のみに反応

RASファミリーの標準型および各種G12/G13変異体に対する結果を抽出

標準型や標的と異なるタイプの変異体への反応は検出されない
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抗RAS (G12V) モノクローナル抗体

標的以外の変異にも反応

RASファミリーの標準型および各種G12/G13変異体に対する結果を抽出

標的と異なるタイプの変異体への反応が検出された
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遺伝子強制発現細胞
を用いた適用性評価
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標的タンパク質を過剰に発現させた
人工的な細胞
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膜タンパク質＆分泌タンパク質
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遺伝子強制発現細胞を用いた評価データの概要

フローサイトメトリー

細胞表面の標的膜タンパク質に
対する反応性

 ビオチン標識等による活性の変化

ウェスタンブロッティング

細胞ライセート中の標的タンパク質に
対する反応性

培養液中に分泌した標的タンパク質に
対する反応性

 インビトロ合成タンパク質との比較
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最適な抗体を選ぶ
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福島データベースコレクション
抗体評価データベース
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福島データベースコレクションラインナップ

細胞検索システム

用途に応じたがんモデルを検索・選択するためのデータベース

 福島事業で保有するがんモデル

 DNA解析データ

 RNA解析データ

 表面抗原解析データ

 薬剤感受性試験データ

抗体評価データベース

市販抗体の品質の見定め、優良抗体の探索を支援するデータベース

 福島事業で保有する市販抗体

 標的特異性検証データ

 適用性評価データ
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福島データベースコレクション 抗体評価データベース

細胞検索システム

用途に応じたがんモデルを検索・選択するためのデータベース

 福島事業で保有するがんモデル

 DNA解析データ

 RNA解析データ

 表面抗原解析データ

 薬剤感受性試験データ

抗体評価データベース

市販抗体の品質の見定め、優良抗体の探索を支援するデータベース

 福島事業で保有する市販抗体 8,000品目以上

 標的特異性検証データ 対16,000遺伝子以上

 適用性評価データ
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抗体評価データベースの利用
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抗体評価データベース エントランス

https://fdbc.ftrf.jp/******（準備中）
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抗体評価データベース 検索条件設定

(例) VEGFA

Mouse
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抗体評価データベース プレビュー表示
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抗体評価データベース 評価データ閲覧

評価データシートの
ダウンロード

サプライヤー、製品名などの情報は当財団まで
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一般財団法人

福島医大トランスレーショナルリサーチ機構


